
 

 

 久留米市民意識調査 

 報告書≪速報版≫ 
 

 

 
 

Ⅰ 調査のあらまし 

（１）目 的     （１）目 的     

市民意識調査は、今後の市政運営の基礎資料を得るために毎年実施しているものです。 市民意識調査は、今後の市政運営の基礎資料を得るために毎年実施しているものです。 

今回の意識調査は、①行政施策 ②都市ブランド ③観光 ④文化芸術 ⑤子育て環境 ⑥教育 ⑦

障害者福祉という７つのテーマについて実施しました。 

今回の意識調査は、①行政施策 ②都市ブランド ③観光 ④文化芸術 ⑤子育て環境 ⑥教育 ⑦

障害者福祉という７つのテーマについて実施しました。 

 ①行政施策  久留米市新総合計画の指標など 33 項目について、「重要度」「満足度」等を調 ①行政施策  久留米市新総合計画の指標など 33 項目について、「重要度」「満足度」等を調

査しています｡科学的に市民の皆さんの意識・意向を把握できるように努めます。 

 ②都市ブランド  久留米市の都市ブランド力を評価する市のイメージや、ブランドイメージ

発信のためのロゴ・キャラクターの認知状況について調査しました。市民による評価を踏まえ、

さらに取り組みを進めるための基礎資料とします。 

 ③観光  久留米市の観光に関する市民の「認知度」、「おすすめ度」や、観光振興による効果、

取り組むべき施策について調査しました。市民による評価を踏まえ、さらに取り組みを進める

ための基礎資料とします。 

 ④文化芸術  市民の文化芸術に関する鑑賞や活動の状況、文化芸術振興策について調査しま

した。文化芸術振興基本計画の次期策定の基礎資料として活用します。 

 ⑤子育て環境  子育てしやすいまちとしての評価や、近所の子どもたちとの接し方、子育て

家庭に対する活動への参加意向について調査しました。市民による評価を踏まえ、さらに取り

組みを進めるための基礎資料とします。 

 ⑥教育  小・中学校の教育で力を入れてほしいことや、久留米市の教育行政へ期待すること

を調査しました。市民による評価を踏まえ、さらに取り組みを進めるための基礎資料とします。 

 ⑦障害者福祉  障害者虐待防止法の認知や理解度、さらには障害者福祉向上のための支援に

ついて市民の意識を調査しました。次期障害者計画策定の基礎資料として活用します。 
 

（２）調査方法 

○ 調 査 地 域          久留米市全域 

○ 調 査 対 象 者          久留米市に在住する満 20 歳以上の人 

○ サ ン プ ル 数          2,000 

○ 抽 出 方 法          住民基本台帳からの二段無作為抽出法 

○ 実 査 方 法          調査票を郵送し、調査員が訪問回収を行う郵送法併用の留置法 
           （調査票は封筒に封入したものを回収） 

○ 実 査 期 間          平成 25 年７月 23 日～８月２日 

○ 回 収 数 （ 率 ）          １，７４８票（87.4%） 

○ 調査の企画と実施  企画 久留米市 協働推進部 広聴・相談課 

           実施 西日本新聞社 お客さまセンター 調査・マーケティンググループ 
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Ⅱ 主な調査結果 

１．行政施策 

（１）施策の重要度・満足度 

◆「防犯対策」の重要度が３位に上昇、「生活排水処理の整備」の満足度

が４位に上昇した。 
 
問 久留米市では、市民のニーズを的確に把握し政策へと反映させるまちづくりを進めて 

 います。そこで、次の市の取り組みについておたずねします。 

 （Ａ）あなたは、この取り組みがどの程度重要だと思いますか。 

 （Ｂ）あなたは、この取り組みにどの程度満足していますか。 

 それぞれについて、あてはまるものを１つずつ選び、番号に○印をつけてください。 

 

  ■重要度・満足度の得点化の手順■ 

順位 項　　目
昨年

順位

1位 消防・救急救命対策 1位

2位 地域医療体制の充実 2位

3位 防犯対策 4位

4位 生活排水処理の整備 3位

5位 生活道路や側溝の整備 6位

6位 防災対策 5位

7位 労働・雇用対策 7位

8位 ごみ処理対策 8位

9位 高齢者福祉の充実 9位

10位 子育て支援体制の充実 10位

5.61 

5.52 

5.45 

5.43 

5.35 

5.35 

5.34 

5.26 

5.19 

5.15 

3 4 5 6 （得点）

順位 項　　目
昨年

順位

1位 四季のイベントの振興 1位

2位 地域医療体制の充実 2位

3位 消防・救急救命対策 3位

4位 生活排水処理の整備 6位

5位 ごみ処理対策 5位

6位 健康づくり対策 4位

7位 文化芸術活動の支援・充実 8位

8位 環境美化対策 9位

9位
市民自らが進めるまちづくり

活動の振興
7位

10位
スポーツ・レクリエーショ

ン推進体制の充実
12位

4.27 

3.94 

3.84 

3.61 

3.53 

3.49 

3.42 

3.40 

3.36 

3.31 

2 3 4 5（得点）

 

 

 

 

 

 

 

 

※例えば、仮に全員が「２．やや重要」を選んだ場合、その施策の重要度得点は４点となります。 

 

         ■重要度が高い 10 の取り組み■ 

 

 

                                             ■満足度が高い 10 の取り組み■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

33 項目の行政施

策に対する評価

を得点化し、分析

を行っています。

重  要  度 得　点 満 足 度

１．重　要 → ６点 １．満　足

２．やや重要 → ４点 ２．やや満足

３．あまり重要でない → ２点 ３．やや不満

４．重要でない → ０点 ４．不　満

５．わからない 欠損値 ５．わからない
   （無回答） （得点計算

の対象外）
   （無回答）

得　点

→ ６点

→ ４点

→ ２点

→ ０点

欠損値
（得点計算

→ →

の対象外）

重要度
（満足度）

得　点

（選択肢１）×６＋（選択肢２）×４＋（選択肢３）×２＋（選択肢４）×０
（選択肢１～選択肢４の回答者数）

＝

（全体平均：4.81）

（全体平均：3.08）
－ 2 － 



 

（２）特に力を入れて欲しいこと 

◆上位４項目は昨年と変わらず、「防犯対策」が昨年の７位から５位へ。 
 

問 行政施策の中で、「特に力を入れて欲しいもの」を３つまで（２つ以内でも構いません）

選び、その項目の番号を下の    内に記入してください。 

 

■特に力を入れて欲しい行政施策■ 

 
昨年

順位

労働・雇用対策 1位

高齢者福祉の充実 2位

子育て支援体制の充実 3位

地域医療体制の充実 4位

防犯対策 7位

生活道路や側溝の整備 6位

防災対策 5位

広域幹線道路の整備 8位

消防・救急救命対策 11位

公共交通網の整備 10位

農業振興対策 13位

商工業振興対策 12位

健康づくり対策 9位

生活排水処理の整備 15位

バリアフリー化対策 16位

青少年の健全育成 14位

ごみ処理対策 17位

公園や広場の整備・充実 18位

企業の育成・誘致 22位

四季のイベントの振興 23位

障害者福祉の充実 19位

行政改革の推進 21位

スポーツ・レクリエーション推進体制の充実 24位

観光・コンベンションの振興 25位

水辺空間の整備 20位

協働によるまちづくりの推進 26位

環境美化対策 27位

高度情報都市づくり 28位

文化芸術活動の支援・充実 32位

大学や研究機関の整備 30位

市民自らが進めるまちづくり活動の振興 31位

基本的人権確立施策の充実 29位

男女共同参画社会づくり施策の充実 33位

24.1
18.9
18.1

16.2
15.6

12.0
11.9
11.3

9.2
9.0

7.8
7.1
6.9
6.9
6.5
6.5
6.1
5.7
4.7
4.6
4.1
3.7
3.3
3.1
2.9
2.7
2.3
1.7
1.5
1.4
1.3
1.2
1.1

0 10 20 30
(％)

（回答は３つまで）
Ｎ＝1,748

 

 

 

 

 
5 位 

 

 

 

 
10 位 

 

 

 

 

15 位  
15 位 

 

 

 
 

20 位 
 

 

 

 

25 位  

30 位 

－ 3 － 
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－ 4 － 

２．都市ブランド 

（１）久留米市のイメージ 

◆市のイメージは「自然の豊かさ」「食やグルメ」「医療の充実」「農業が

盛ん」で高い評価。 
 
問 久留米市のイメージとして、次の事柄について、あなたは〔Ａ〕、〔Ｂ〕のどちらの意

見に近いですか。（項目ごとそれぞれあてはまる番号に１つずつ○印） 

 
〔Ａ〕 〔Ｂ〕

花・水・緑などの自然が

豊かである

花・水・緑などの自然が

少ない

食やグルメがおいしく

楽しめる
食やグルメが楽しめない

文化芸術が盛んである 文化芸術が盛んでない

農業が盛んである 農業が盛んでない

ものづくりが盛んである ものづくりが盛んでない

医療・福祉が充実している 医療・福祉が不足している

48.0

38.4

10.0

26.4

10.0

28.3

41.2

44.1

44.1

43.2

40.5

46.6

7.9

11.8

35.5

24.3

39.2

18.2

1.6

4.2

8.1

4.4

7.8

5.1

1.3

1.5

2.4

1.7

2.5

1.8

0% 25% 50% 75% 100%

Ａに近い ややＡに近い ややＢに近い Ｂに近い 無回答

高評価 低評価

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）久留米市への愛着、住みやすさ 

◆約８割の人が久留米市に愛着を持ち、住みやすいと感じている。 
 

問 あなたは、久留米市に愛着を持ってい

ますか。（あてはまる番号に１つだけ○

印） 

 

 

 

問 あなたは、久留米市に住んでこのまち

をどう思いますか。（あてはまる番号に

１つだけ○印） 

 

住みやすい

38.7%

どちらかといえ

ば住みやすい
44.2%

どちらでもない

10.0%

どちらかといえ

ば住みにくい
4.7%

住みにくい

1.5% 無回答

0.9%

（N=1,748）

愛着がある

41.2%

どちらかといえ

ば愛着がある
38.3%

どちらでもない

13.2%

どちらかといえ

ば愛着がない

4.1%

愛着がない

2.2%
無回答

0.9%

（N=1,748）

 

 

 

 

 

 

 



 

（３）久留米市の自慢したいことやもの 

◆37.3％の人が久留米市のよいところを自慢したい。 
 
問 あなたは、市外に住んでいる人に久留米市の良いところを自慢したいと思いますか。

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

 
自慢したい

14.0%

どちらかといえ

ば自慢したい
23.3%

どちらでもない

54.5%

どちらかといえ

ば自慢したく

ない

3.0%

自慢したくない

2.5%
無回答

2.7%

（N=1,748）

●自慢したいことやもの 

・住みやすさ 

・自然が豊か、緑、花、水、筑後川 

・ラーメン、焼き鳥、食べ物がおいしい

・医療が充実している 

・交通が便利 

      ※自由意見にあった主なもの。

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）ロゴマークやキャラクターの認知 

◆「キラリ・久留米」「くるっぱ」ともに６割前後の人が見たことがある。 
 

問 あなたは、次のマークを見たことがあ

りますか。（あてはまる番号に１つだけ

○印） 

 問 あなたは「     」を見たことがあ

りますか。（あてはまる番号に１つだけ

○印） 

 

 

 
よく目にする

8.8%

たまに見かけ

ることがある
49.1%

見たこと

はない
41.3%

無回答

0.9%

（N=1,748）

よく目にする

18.7%

たまに見かけ

ることがある
47.4%

見たこと

はない
32.3%

無回答

1.6%

（N=1,748）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

久留米市ＰＲロゴマーク 

 

 

        久留米市イメージキャラクター 

－ 5 － 
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３．観光 

（１）観光資源について 

◆「知っている」「おすすめしたい」それぞれで石橋文化センターが１位。 
 
問 あなたは、次にあげる久留米市の観光資源について、 

（Ａ）どのようなものか知っていますか。 
（Ｂ）知人におすすめしたいものはありますか。 
それぞれについてあてはまるものをいくつでも選び、番号に○印をつけてください。 

 

石橋文化センター

筑後川

石橋美術館

久留米成田山

高良大社

水天宮

福岡県青少年科学館

道の駅くるめ

久留米森林つつじ公園

コスモス街道

94.7

93.8

92.4

91.6

91.6

91.0

84.0

83.4

78.8

78.4

0 50 100
(%)（Ａ） 知っている観光資源

石橋文化センター

石橋美術館

高良大社

福岡県青少年科学館

久留米森林つつじ公園

筑後川

水天宮

浅井の一本桜

コスモス街道

梅林寺・梅林寺外苑

42.4

40.8

39.2

37.4

34.9

34.3

30.6

29.3

27.7

27.2

0 25
(%)（Ｂ） おすすめしたい観光資源

 
50

 
上位 10 項目上位 10 項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）イベントについて 

◆「知っている」「おすすめしたい」それぞれで筑後川花火大会が１位。 
 
問 あなたは、次にあげる久留米市のイベントについて、 

（Ａ）どのようなイベントか知っていますか。 
（Ｂ）知人におすすめしたいイベントはありますか。 
それぞれについてあてはまるものをいくつでも選び、番号に○印をつけてください。 

筑後川花火大会（8月）

水の祭典久留米まつり（8月）

久留米つつじまつり（4月）

大善寺玉垂宮の鬼夜（1月）

石橋文化センターバラフェア（5月）

久留米焼きとり日本一フェスタ（9月）

城島酒蔵びらき（2月）

久留米つつじマーチ（4月）

成田山節分祭（2月）

コスモスフェスティバル（10月）

95.6

88.3

85.2

72.0

72.0

58.5

55.1

53.8

45.4

40.3

0 50 100
(%)（Ａ） 知っているイベント

 

筑後川花火大会（8月）

水の祭典久留米まつり（8月）

大善寺玉垂宮の鬼夜（1月）

石橋文化センターバラフェア（5月）

久留米つつじまつり（4月）

久留米焼きとり日本一フェスタ（9月）

城島酒蔵びらき（2月）

久留米つつじマーチ（4月）

コスモスフェスティバル（10月）

田主丸花火大会（8月）

71.7

43.5

41.0

36.6

30.6

23.7

22.1

12.7

11.2

10.0

0 40
(%)（Ｂ） おすすめしたいイベント

 
上位 10 項目 上位 10 項目 80

 

 

 

 

 

 

－ 6 － 



 

（３）観光が盛んになることによる効果 

◆63.3％の人が「経済的効果」を期待。「にぎわい創出」や「イメージア

ップ」も４割を超えた。 
 
問 あなたは、久留米市の観光が盛んになることで、どのような効果を期待しますか。 

次の中から３つまで（２つ以内でも構いません）選び、番号に○印をつけてください。 

 

経済的な効果が生まれる

にぎわいが生まれる

久留米のイメージアップにつながる

雇用が生まれる

地域に対する誇りや愛着が生まれる

地域の自然や伝統、文化を守ることができる

まちづくりの取り組みにつながる

その他

特にない

（N=1,748）
【回答は３つまで】

63.3

44.7

42.9

32.1

23.2

19.7

17.2

0.2

4.3

0 35 70 (%)
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）観光を振興するための取り組み 

◆「積極的な観光情報の発信」が 47.9％で１位、「広域観光ルート」「交

通アクセス」「観光客を温かく迎え入れる雰囲気」も３割前後。 
 
問 あなたは、久留米市の観光を振興するためにどのようなことに力を入れるべきだと思

いますか。次の中から３つまで（２つ以内でも構いません）選び、番号に○印をつけ

てください。 

積極的に観光情報を発信する

近隣の観光地と連携した広域的な観光ルートをつくる

交通アクセスを向上させる

観光客を温かく迎え入れる雰囲気づくりに取り組む

地域主体の観光資源の発掘と活用（地域密着観光）を進める

宿泊施設を整備する

観光案内所や観光案内板を増やす

ものづくりや農業などの体験型観光プログラム（まち旅博覧会）を増やす

観光ボランティアガイドを育成する

海外からの観光客を誘致する

その他

特にない

（N=1,748）
【回答は３つまで】

47.9

34.2

30.8

27.9

19.8

19.3

16.3

14.8

8.2

6.4

3.2

6.1

0 25 50 (%)
 

 

 

 

 

 

 

－ 7 － 
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４．文化芸術 

（１）文化芸術の鑑賞経験と意向 

◆鑑賞経験の１位は「映像文化」、今後の鑑賞意向は「美術」と「音楽」

が３割前後で上位。 
 
問 次の中で、あなたが（Ａ）最近（１年程度の間に）鑑賞したものはありますか（テレ

ビ・ＣＤ・ＤＶＤなど自宅での鑑賞を除きます）。 

また、（Ｂ）今後引き続き、あるいは新たに鑑賞してみたいと思うものは何ですか。
それぞれについてあてはまるものをいくつでも選び、番号に○印をつけてください。 

 

映像文化（映画、ビデオ上映会など）

美術（絵画、書、彫刻、写真、工芸など）

音楽（ポピュラー、クラシック、邦楽など）

演劇・演芸（演劇、ミュージカル、サーカス、落語など）

歴史・郷土文化（史跡めぐり、歴史講演会など）

生活文化（茶・華道、フラワーアレンジメント、手芸など）

舞踊（日本舞踊、バレエ、ダンスなど）

伝統芸能（能、狂言、歌舞伎など）

文芸（小説や詩歌の講演会、短歌大会など）

その他

最近１年間に鑑賞したものはない

今後鑑賞してみたいものはない

29.5

26.4

39.1

27.7

30.1

29.4

26.9

21.7

11.3

10.9

8.9

5.2

3.1

2.1

1.0

17.7

11.3

9.0

13.4

3.1

0.7

17.9

0 20 40 (%)

最

 

 

 

 

 

 
近１年間に鑑賞したもの

 
今後鑑賞してみたいもの

（N=1,748）
【複数回答】

 

 

 

 

（２）文化芸術のまちづくりのための取り組み 

◆「ホールなど文化施設の充実」と「身近な場所で音楽や芸術に触れる

機会の提供」が４割近くと高い。 
 
問 久留米市が今後、文化芸術のまちづくりを進める上で、特にどのようなことに力を入

れるべきだと思いますか。次の中から３つまで（２つ以内でも構いません）選び、番

号に○印をつけてください。 

ホール・劇場、美術館・博物館などの文化施設の充実

学校や公園など、身近な場所で音楽や芸術に触れることができる機会の提供

子どもが文化芸術に親しむ機会の充実

地域の芸能や祭りなどの継承・保存

市民が参加する音楽祭や美術展の開催など、活動の目標となる機会の提供

文化芸術に関する情報発信の充実

次代を担う芸術家の発掘と育成

芸術家や文化団体の活動に対する支援・補助の拡充

練習や作品制作の場の整備

その他

特にない

37.3

37.1

32.7

26.3

19.3

15.2

9.9

9.3

7.0

1.1

11.4

0 20 40 (%)

（N=1,748）
【回答は３つまで】
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５．子育て環境 

（１）子育てのしやすさ 

◆久留米市を子育てしやすいまちだと思う人は 71.4％。 
 

問 あなたは、久留米市のことを子育てしやすいまちだと思いますか。（あてはまる番号に

１つだけ

そう思う

15.7%

どちらかといえ

ばそう思う
55.7%

どちらかといえ

ばそう思わ

ない

16.9%

そう思わない

5.4%

無回答

6.2%

（N=1,748）

ぜひ参

できれ

参加し
28.

加したい

3.7%

ば

たい
5%

あまり参加

したいとは

思わない

51.7%

まったく参加した

いと思わない
11.5%

無回答

4.5%

（N=1,748）

街頭指導・安全パトロール・登校指導など

スポーツ・レクリエーション・文化活動などの指導

子どものサークル活動（読書会、映画会、人形劇など）

保育所・幼稚園、学校の保護者会、ＰＴＡ活動

地域での子どもの居場所づくり（アンビシャス広場など）

子育ての経験を活かした相談

近所の子どもの世話

子育てサークル、子育てボランティア

障害のある子どものためのボランティア

青少年団体活動（子ども会やボーイスカウト・ガールスカウトなど）

その他

30.5

25.5

23.6

19.0

18.8

16.0

15.6

14.7

9.6

7.3

0.9

0 20 (%)

（N=564）
【回答は３つまで】

40

○印） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）子育て活動への参加意向 

◆「子どもや子育て家庭に対する活動」への参加意向は 32.2％。参加し

たい活動の１位は「街頭指導・安全パトロールなど」。 
 

問 あなたは、今後「子どもたちや子育て家庭に対する活動」に参加したいと思いますか。

また、現在活動中の方は、今後も活動を続けていきたいと思いますか。（あてはまる

番号に１つだけ○印） 

 
 

 

 

 
付問 どのような活動に参加したいと思います

か。次の中から３つまで（２つ以内でも構

いません）選び、番号に○印をつけてくだ
さい。 
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６．教育 

（１）小・中学校で特に力を入れてほしいこと 

◆「生命や人権を尊重する心の教育」と「基本的な社会のルールを身に

つける」が小・中学校ともに４割前後。 
 

問 久留米市の小・中学校において、今後特に力を入れてほしいと思われるものはどれで

すか。（Ａ）小学校・（Ｂ）中学校のそれぞれについて、次の中からあてはまるものを

３つまで（２つ以内でも構いません）選び、番号に○印をつけてください。 

 

生命や人権を尊重する心の教育 生命や人権を尊重する心の教育

基本的な社会のルールを身につ

ける教育

基本的な社会のルールを身につ

ける教育

生涯にわたり健康に生活するため

の基礎体力を身につける教育

健康や身体・性への適切な理解

を図る教育

日常生活に必要な基礎知識を
確実に身につける教育

働くことの意義を理解し、正しい
勤労観を養う教育

自らの身を守るための防災や安全

に関する教育

進学や就職などの将来の進路の

ことを重視した教育

46.7 

46.4 

32.6 

29.3 

20.0 

0 25 50
(%)

39.3 

36.7 

26.4 

26.1 

20.5 

0 25 50
(%)

〈小学校〉 〈中学校〉

（N=1,748）
【回答は３つまで】 

 上位５項目上位５項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）教育行政に期待すること 

◆「いじめ対策や体罰防止など安心して学べる学校づくりの推進」が

56.5％で１位。 
 
問 久留米市では、教育振興の基本計画である「久留米市教育改革プラン」に基づき、子

どもたちの「健やかな体」の育成、「豊かな心」の育成、「確かな学力」の育成をめざ

して施策を推進しています。あなたは、本市の教育行政に関してどのようなことを期

待しますか。（あてはまる番号にいくつでも

いじめ対策や体罰防止を徹底し、安心して学べる学校づくりを

推進する

不登校などの課題を抱える子どもと保護者への支援や

相談体制を充実する

自然体験、社会体験などの学校における体験活動を推進する

一人ひとりの能力や理解の程度に応じた教育を行うために、

教職員配置を充実する

学力向上などの教育課題に対応するため、教職員の指導力を

高める研修を充実する

障害のある子どもが、個々の状態に応じた十分な教育を

受けられるように、支援体制を充実する

体育の授業や部活動などのスポーツ活動を充実する

経済的に困難な保護者の教育費負担を軽減するような施策を

推進する

56.5

42.0

34.5

30.2

28.3

25.5

24.5

23.9

0 30 6 (%)

（N=1,748）

【複数回答】

0

○印） 
 

上位８項目  
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７．障害者福祉 

（１）障害者虐待防止法の認知と理解 

◆「障害者虐待防止法」を知っていた人は 18.0％。 
 
問 「障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律（障害者虐待防止

法）」が平成 24 年 10 月に施行されました。あなたは、この法律を知っていましたか。

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 
知っていた

18.0%

知らなかった

77.6%

無回答

4.5%

（N=1,748）

 
付問 あなたは、障害者虐待防止法で規定する虐待

にあたることとして、次にあげるア～オがあ
ることを知っていましたか。（あてはまる番号に

１つだけ

全て

知っていた
30.6%

一部は

知っていた
57.3%

知らなかった

1.3%
無回答

10.8%

（N=314）

就労支援の充実（働くための訓練や職業紹介、働く場の確保、

就労後の指導支援など）

誰もが利用しやすい交通機関や施設、道路・歩道の整備

障害のある人に対する社会全体の理解を深めるための啓発や

教育の充実

障害のある子どもへの保育・教育の充実

緊急時や災害時の支援体制の充実

機能回復訓練などリハビリテーションの充実

障害者に対する情報提供や相談窓口の充実

50.1

38.2

37.9

37.1

24.1

23.1

20.0

0 30 6 (%)

（N=1,748）
【回答は5つまで】

0

○印） 

 

 

 

 

 

【障害者虐待の例】

ア．身体的虐待（平手打ち、縛り付ける、閉じ込める、など） 

イ．性的虐待（性交、キスをする、わいせつな話をする、など） 

ウ．心理的虐待（怒鳴る、悪口を言う、わざと無視する、など） 

エ．放棄・放任（十分な食事を与えない、必要な医療などを受けさせない、など）

オ．経済的虐待（年金や賃金を渡さない、勝手に預貯金などを使う、など） 

 

 

 

 

 

 
 

（２）障害者への支援策 

◆「就労支援」が 50.１％で１位、「交通機関や施設の整備」「啓発や教

育の充実」「保育・教育の充実」も４割近くと高い。 
 
問 今後、障害がある人の自立と福祉向上のための支援として、久留米市はどのようなこ

とを重点的に進めるべきだと考えますか。次の中から５つまで（４つ以内でも構いま

せん）選び、番号に○印をつけてください。 
 

上位７項目  
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●自分自身でできる市のPR方法 

◆「口コミ」と「久留米産品の贈答」が４割以上で上位。約９割の人は

何らかの方法で久留米市の良さをＰＲできると思っている。 
 
問 久留米市の良いところを市外の人に伝えるために、あなた自身にできると思うことは

何ですか。（あてはまる番号にいくつでも○印） 

0 

ブロック 校　　区

山川、山本、草野、善導寺、大橋、船越
水分、柴刈、川会、竹野、水縄、田主丸

北 部
小森野、合川、宮ノ陣、北野、弓削、大城
金島

中央 東部 西国分、東国分、御井

南 東 部 上津、高良内、青峰

荘島、日吉、篠山、京町、南薫、長門石

南部 鳥飼、金丸、南、津福

南 西 部 荒木、大善寺、安武

西 部
城島、下田、青木・浮島、江上、犬塚
三潴、西牟田

東 部

中 央 部

中央

N=1,748
回収数

（票）

比率

（％）

男　性 818 46.8

女　性 930 53.2

20歳代 225 12.9

30歳代 276 15.8

40歳代 323 18.5

50歳代 315 18.0

60歳代 382 21.9

70歳以上 227 13.0

性

別

年

齢

口コミで久留米のことを紹介する

知人への贈り物には久留米産品を選ぶ

久留米の良さが伝わるところ（イベント、名所、名店など）に

市外の知り合いを誘う

旅行や仕事で久留米を訪れた人におもてなしの心で接する

インターネット上（ブログ、ＳＮＳなど）で久留米のことを紹介する

久留米絣や籃胎漆器など伝統工芸品を身に着けたり

使ったりして良さを伝える
地域の資源を活かしたイベントを企画したり、参加したりして

盛り上げる

地域や観光施設の美化活動に参加する

くるっぱなど久留米の魅力発信キャラクターグッズを身に着ける

観光ボランティアガイドに登録する

その他

特にない

48.7

44.0

29.8

22.4

18.8

15.0

10.9

8.4

5.2

2.3

0.6

10.4

30 60 (%)

（N=1,748）
【複数回答】

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ブロック別サンプル構成    ●調査対象者の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

配布数
有効

回収数

有効

回収率

270 230 85.2%

310 284 91.6%

250 215 86.0%

200 172 86.0%

270 222 82.2%

340 302 88.8%

170 155 91.2%

190 168 88.4%

2,000 1,748 87.4%

中 央 南 部

南 西 部

合 計

ブロック別

東 部

北 部

中 央 東 部

南 東 部

中 央 部

西 部

●ブロック別校区名 
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